
山 行 報 告 書

作成：2013 年 1 月 5 日
愛知岳連 岡崎山岳会

山名[山域] 御嶽山 目的[方法] 雪上訓練
期間 2012 年 12 月 15 日（土）-16 日(日) 形態 1 泊 2 日テント泊

参加人数 4 人(A 班)
行動記録：
◇ 12/15(土) 
K 宅 T 宅 PU(5:30)==岡崎 IC(5:40)==恵那 SA（6:40,7:00)==中津川 IC（7:10）==木曽福島・元橋（8:15)==
おんたけ 2240Ｐ・からまつ駅（9:10,10:20)+++三笠の森駅(10:40)--田の原（11:00)--遙拝所 TS（11:30,13:30)[テント設
営、昼食]---訓練(13:30,15:30)[ビーコン探索、埋没体験]---TS(16:00), 就寝（20:00)
◇ 12/16(日)
TS 起床(4:00)---TS 付近・訓練 1(6:50,7:45)[弱層テスト]---あかっぱげ・訓練 2（7:45,11:00)[アンカー構築、滑落停止
(新人は歩行訓練、滑落停止)]---TS(11:30,13:00)[昼食、撤収] ---三笠の森駅(13:40)--おんたけ2240Ｐ（15:00)==温
泉・寝覚ホテル(16:30,17:30)==中津川 IC（18:30）==恵那 SA（18:40,19:15)==岡崎 IC（20:30）
概念図：

日誌：
朝は雨、スキー場で雪に変わってくれればと祈りながら、スキー場駐車場に着くも雨。路面はシャーベット状。ゴンドラを

上がっても雨。遥拝所に到着すると、他の山岳会もテントを張っており、ギリギリ軒下を確保することが出来た。
初日の訓練はビーコン捜索訓練と埋没体験。ビーコン捜索は電波の指向性などで捜索にはコツが必要。埋没体験は全く
身動きがとれず、腹回りのスペースやエアポケットがないと呼吸が出来ない。何よりも閉所の恐怖感が呼吸を早める。雪崩
に遭わない知識と技術を身につけることが必要と実感。二日目は弱層テスト、表面は昨日の雨で氷化していた。あかっぱ
げまで登り、谷地形を使って新人は歩行訓練と滑落停止訓練を実施。TS に戻り撤収ワカンを装着し歩行してみるが、無
い時と比べ沈み量は減った。ゴンドラ乗り場に着くが強風のため運行中止。ゲレンデをアイゼンを履いて下った。下山後は寝
覚ホテル(500 円)で汗を流し帰路に着いた。
感想：
初めての雪上訓練でしたが、基礎をしっかり学ぶことが出来た。雨で氷化した雪の上を歩く際、他の人が沈まないのに自分
だけ沈むのは割とショックだった。痩せないとと決心しました。
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